























　This article analyses econometrically the process integration and structure of the inter-
organizational relationship in supply chain management in Japanese ﬁrms. Its analytical method 
is based on the comparative analysis of external process integration by Ohio University 
research group and the internal one by the Michigan State University research group.
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グループの中で、Cooper and Ellram は、ロジスティクスの役割に重点を置いている。




　このように Lambert et al は、企業内の経営機能の管理から外部企業との事業プロセス
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は、Closs et al.（2001）のミシガン州立大学の研究グループと Cooper and Gardner（1996）
のオハイオ州立大学の研究グループが、SCM 組織間関係の研究で用いたアンケート調査
の質問項目をベースに作成した25。また、アンケート調査を行う理由として、両研究グルー











26 Bowersox et al. （2000）は、アンケート調査の必要性と信頼性を重視しており、この見解に基づき、
本論文でもアンケート調査を試みた。Bowersox, D. J., D. J. Closs, Stank, T. P. and Keller, S. B.（2000）, 


















































RB 2は自由度修正済み決定係数、SE は推定値の標準誤差、DW はダービンワトソン統計量、
N はサンプル数、係数の横のカッコ内の数値は、t 検定量であり、**** は1% 以内、*** は
5% 以内、** は10% 以内、* は20% 以内でそれぞれ有意であることを示す。
図表3：両研究グループを基軸とした日本物流業における SCM 組織間関係の
プロセス統合に関するロジスティクス成果の推定結果　　　
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 （4.285）****
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 （2.246）***

















 0.307   0.427
 （2.439）***
























（注 ）上記における決定因の詳細と質問項目は、図表1の両研究グループにおける SCM 組織間関係のプ
ロセス統合の決定因詳細とアンケート調査の項目に準じている。
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